
梯川水系
令和４年８月洪水の状況とこれまでの対応

令和７年８月７日

北陸地方整備局

金沢河川国道事務所
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１．令和４年８月洪水の気象概況

令和4年8月3日に前線が日本海から日本の東へのびており、4日にかけて北陸地方を前線がゆっくり南
下した。前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の状態が非常に不安定となった。
石川県では、4日未明から夕方にかけて雷を伴って猛烈な雨が降り、3日夜からの降水量は、中海で399
ｍｍ、尾小屋で260ｍｍ、を観測するなど、県南部の広い範囲で記録的な雨量となった。

令和4年8月4日12時00分
（天気図:気象庁ホームページより）

中海
（梯川水系滓上川）

尾小屋
（梯川水系郷谷川）

XRAIN（8月4日13時）

手取川流域

梯川流域

:流域界

アメダス積算降水量分布図
（72時間）

（8月3日0時から8月6日0時まで）
（気象庁資料より）
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埴田水位観測所

位置図

尾小屋雨量観測所

・06:00に水防団待機水位（2.00m）を超過し、
07:10に下回る

・10:40に再び水防団待機水位（2.00m）を
超過

・10:50に氾濫注意水位（2.50m）を超過
・11:30に避難判断水位（4.20m）

氾濫危険水位（4.60m）を超過
・13:20に最高水位（5.90m）に到達

※観測史上最高
・1時間あたり最も急激な水位上昇は
10:30～11:30の+2.65m（1.98m → 4.63m）

最高水位 13:20
5.90m（観測史上最高）

氾濫危険水位 4.60m

避難判断水位 4.20m

氾濫注意水位 2.50m

水防団待機水位 2.00m

計画高水位 5.24m

氾濫注意水位継続時間 13.8時間

計画高水位 5.24m
氾濫危険水位 4.60m
避難判断水位 4.20m

氾濫注意水位 2.50m

埴田ピーク水位 5.90m
（8月4日 13:20）

右岸堤防高
T.P.+6.16m

小松市埴田町河口右岸9.8km

埴田水位観測所
（川幅66m：計画高水位）

はねだ

埴田水位観測所の流下状況（CCTV画像）
（河口より9.8k付近：4日12時50頃）

鍋谷川合流点の流下状況（CCTV画像）
（河口より7.4k付近：4日13時30分頃）

鍋谷川
梯川

今回（R4.8.4）の出水

総雨量（過去との比較）

今回の出水の水位

H25.7.29の出水

H25.7.29出水時の雨量（尾小屋観測所）

尾小屋 233mm 258mm 260mm

地点名
H25.7.29
～H25.7.30

過去最大
H29.8.7～H29.8.9

今回（過去最大を更新）

R4.8.3～R4.8.4

H25.7.29出水 17:20
5.23m（最高水位）

水防団待機水位 2.00m
↑

量水標

２．梯川の出水の状況 ①梯川の水位

梯川においては、4日明け方より水位上昇が開始した。
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観測年
※ 基準水位は当時の水位を表示

令和4年8月4日13時20分

ピーク水位：5.90m平成25年7月29日17時20分

過去最高水位：5.23m

：平成以降の出水

：今回（R4.8.4）出水

過去最大

○暦年最高水位グラフ

【埴田水位観測所】

順位 年月日時分
水位
（m）

備考

1 R4.8.4 13:20 5.90
2 H25.7.29 17:20 5.23
3 H10.9.22 20:00 5.07
4 H18.7.17 20:00 4.91
5 H16.10.20 22:10 4.69
6 H29.8.8 11:00 4.56
7 H18.7.19 1:00 4.39
8 H10.9.17 5:20 4.38
9 H29.10.23 4:20 4.29

10 S59.6.26 19:50 4.09
S47.1～今回出水の高い水位順である。

埴田水位観測所
（梯川水防及び避難に関する基準観測所）

河口から9.8k

２．梯川の出水の状況 ②過去洪水の発生状況と今回洪水

梯川埴田水位観測所では氾濫危険水位を超過し、観測史上第1位の水位5.90mを記録した。

一般被害（人的・建物被害）は、梯川流域では住家での一部破損や床上・床下浸水が発生した。

○梯川流域における被害の状況（小松市、能美市）

○暦年最高水位順位表

全壊

流失

小松市 5 158 283 537 983
能美市 1 25 15 57 98

6 183 298 594 1081

半壊 床上 床下 計

3



(8/4 13:30頃)

(8/4 14:40頃)

(8/4 14:30頃)

(8/4 12:50頃)

小松大橋 能美大橋

小松新橋

鴨浦橋

越水箇所

(8/4 13:20頃) (8/4 13:20頃)

梯川

鍋谷川

(8/4 13:40頃) (8/4 14:10頃) (8/4 13:20頃)
(8/4 14:50頃)

コノ下樋管

牧水位観測所

今回の洪水では、梯川右岸10.2k付近（小松市埴田町地先）において、堤防の越水が発生した。

２．梯川での状況 ③現地状況

※埴田水位観測所 ピーク水位(13:20頃)

44



３．主な被害状況 ①沿川の浸水被害状況

R6.6k付近

R0.8k付近

R1.2k付近

R6.0k付近

L8.6k付近

L9.8k付近
R11.2k付近

R5.0k付近
R8.0k付近

R9.2k付近

R7.0k付近

○令和4年（2022年）8月洪水では、梯川流域で大きな被害が発生した。
○基準地点小松大橋で1,421m3/s（観測史上第1位、ダム・氾濫戻し流量）を記録するとともに、主要な地点埴田（はね
だ）において観測史上第1位の水位となりH.W.Lを超過した。本川の一部区間では越水、支川では溢水、堤防決壊が発
生するとともに、梯川沿川では大規模な内水被害が発生し、約1,680haの浸水が確認された。

凡 例
■ 浸水範囲

堤防決壊

内水による浸水範囲

堤防溢水による浸水範囲

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所

堤防決壊による浸水範囲

滓上川

滓上川合流点付近の状況(令和4年8月撮影)
かすかみがわ
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３．主な被害状況と対応 ～梯川～

令和4年8月の洪水では、計5箇所で河岸侵食により被災が発生した。梯川右岸10.4k～10.6k付近では、
右岸堤防が大きな河岸侵食を受けた。
梯川は、背後に低平地を抱える緩流河川であり、水位上昇に伴い、高水敷に長時間洪水流が滞留した
ことにより、高水敷が侵食・洗堀を受け、護岸被災が生じた。また川裏部では内水が湛水したことで、
小松市内一体が浸水被害を受けた。

被災を受けた箇所については、令和５年５月より災害復旧に着手し、令和６年６月に完了している。

石川県小松市安宅町地先
（左岸0.0k～0.2k付近）

完成

着手前

着手前 完成
着手前 完成

石川県小松市遊泉寺町地先
（右岸10.4k～10.6k付近）

着手前

完成

石川県小松市園町地先
（左岸3.6k付近）

着手前

完成

石川県小松市平面町地先
（右岸5.0k付近）

石川県小松市古府町地先
（右岸8.8k付近）

6



３．主な被害状況と対応 ～梯川水系県管理河川～

◆県管理の８河川において、５１箇所の河川施設が被災した。
◆被災を受けた箇所については、令和４年１０月より災害復旧に着手し、令和５年６月に完了している。

7

着手前 完成

館谷川（能美市寺畠町）

着手前

滓上川（小松市上麦口町）
完成

光谷川（小松市池城町）
着手前 完成

：河川被災箇所

郷谷川（小松市塩原町）
着手前 完成

日用川（小松市牧口町）
着手前 完成

被害状況箇所河川名

護岸損壊20箇所小松市、能美市滓上(かすかみ)川1

護岸損壊1箇所小松市日用(ひよう)川2

護岸損壊1箇所小松市館谷(たちたに)川3

護岸損壊2箇所能美市粟津(あわづ)川4

護岸損壊1箇所小松市郷谷(ごうたに)川5

護岸損壊4箇所小松市光谷(みつたに)川6

護岸損壊16箇所小松市、能美市鍋谷(なべたに)川7

護岸損壊6箇所小松市、能美市仏大寺(ぶつだいじ)川8

護岸損壊51箇所計8河川
梯川(国)

手取川(国)

着手前 完成

仏大寺川（小松市遊泉寺町）

八丁川
鍋谷川

館谷川

仏大寺川

滓上川

光谷川

郷谷川
西俣川

日用川
粟津川

木場潟
梯川

赤瀬ダム
大日川ダム

能美市役所

小松市役所

着手前

鍋谷川（能美市鍋谷町）
完成

前川

7



４．梯川 治水事業の効果 引堤と赤瀬ダムの効果

引堤・河道掘削
実施中・未実施

凡例

整備済 整備中・
未着手

埴田水位
観測所

尾小屋雨
量観測所

能美大橋
(7.0k)

梯川

赤瀬ダム

位置図

石川県

令和4年8月末時点

R4.8.4 13:30撮影

越水状況

梯川では、国土強靱化予算による引堤、河道掘削の実施及び赤瀬ダムによる洪水調節により、能美大

橋付近(7k付近)において河川水位を約2.7m低減させ、越水による堤防決壊および小松市の中心市街地

を含むエリアの浸水を未然に防止。

一方、上流の小松市埴田町地先(右岸10k付近)では、赤瀬ダムの洪水調節により河川水位を約1.1m低減

させたが、引堤、河道掘削が未実施だったため一部区間で越水氾濫が発生。

の み
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前川ならびに木場潟の自然排水が困難となったため、前川排水機場（最大能力62m3/s）の運転を実施。

今回洪水における総排水量は約1,100万m3であり、これは木場潟の水を9回分入れ替えたことになる。

今回洪水では、もし前川排水機場が存在しなかった場合、木場潟周辺一帯で浸水により、多くの一般被害が発生した

ものと想定される。

〇前川排水機場が存在しなかった場合の浸水想定被害 〇前川排水機場の稼働状況

1,547総被害額（億円）

16,134被災人口（人）

5,168床上浸水戸数（戸）

1,032床下浸水戸数（戸）

浸水想定
総面積1,100ha

今回洪水では
主に周辺の水
田が湛水し、
一般被害は

少数

 凡   例 
浸水した場合に想定される水深（ランク別） 

0.5m未満の区域 

0.5～1.0ｍ未満の区域 

1.0～2.0ｍ未満の区域 

2.0～5.0ｍ未満の区域 

5.0ｍ以上の区域 

木場潟

小松（気）
雨量観測所

前川

梯川梯川

前川排水機場が存在しなかった場合の想定被害

①25mプール：約40,000杯分
※275m3/杯

②こまつドーム ：約19個分
※589,000m3/施設

③木場潟 ：約9杯分
※有効貯水容量

1,300,000m3

今回洪水における総排水量11,000,000m3の量を例えると

総排水量 備考
8/4  4:15～8/4 13:00
8/4 16:09～8/6 23:55

64時間33分 11,000 × 103m3 操作記録による
前川

排水機場

運転時間

前川排水機場稼働（8/4 4:15～8/6 23:55）

前川排水機場

前川

梯川

木場潟

木場潟西園地

木場潟周辺と公園内の浸水状況

前川排水機場

駐車場

軽自動車半分程度の
高さまで浸水

石川県提供

４．梯川 治水事業の効果 前川排水機場の果たした役割
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〇自治体支援等の状況（時系列）

8月4日 11時10分
梯川ホットライン（第１回）
小松市長、能美市長へホットライン
・埴田水位観測所において
氾濫危険水位(4.60m)に達することが予想

梯川の埴田水位観測所にて避難判断水位・氾濫危険水位超過のおそれが生じた際に、梯川流域の市長へのホットライ

ンにより、洪水に関する情報を逐次提供した。

8月4日 12時00分
梯川ホットライン（第2回）
小松市長、能美市長へホットライン
・埴田水位観測所において
氾濫危険水位(4.60m)を超過

8月4日 13時40分
梯川ホットライン（第3回）
小松市長、能美市長へホットライン
・梯川(右岸)10.2k～10.6k付近に
おいて堤防越水による氾濫の
可能性有り

8月4日 11時10分
氾濫警戒情報【第1号】（氾濫危険水位に到達する見込み）

8月4日 11時50分
氾濫危険情報【第2号】（氾濫危険水位に到達し氾濫のおそれ）

8月4日 14時30分
氾濫発生情報【第3号】（堤防越水による氾濫が発生）

8月4日 19時00分
氾濫警戒情報【第4号】
（避難判断水位を上回る水位が続く見込み）

8月4日 19時50分
氾濫注意報（警戒情報解除） 【第5号】
（氾濫注意水位を上回る水位が続く見込み）

8月5日 1時00分
氾濫注意情報解除【第6号】
（氾濫注意水位を下回る）

〇避難情報の状況（小松市、能美市）

8月4日 13時20分
ピーク水位（5.90m）

計画高水位

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

市町村名 時間 避難情報 区域 対象世帯数 対象人数

8/4 6:15 避難指示 中海、国府 1,301世帯 3,458人

8/4 10:40 避難指示
波佐谷、西尾、金野、中海、蓮代寺
を追加

2,082世帯 7,098人

8/4 11:30 緊急安全確保 西尾 198世帯 445人

8/4 11:40 避難指示

稚松、芦城、安宅、牧、犬丸、荒屋、

能美、第一、苗代、蓮代寺、向本折、
国府、中海、東陵

30,329世帯 72,399人

8/4 12:00 緊急安全確保 市内全域 44,767世帯 106,575人

8/4 18:40 避難指示 市内全域 44,767世帯 106,575人

8/5 8:15 解除 市内全域

8/4 7:03 避難指示 鍋谷町、寺畠町 128世帯 302人

8/5 16:45 解除 鍋谷町、寺畠町

小松市

能美市

５．出水時の情報伝達等

10



６．梯川水系緊急治水対策プロジェクトの実施

10

○河川区域における対策
(河川整備、事前放流等)

○集水域における対策
(砂防、治山施設整備、農業施設等を利用した対策)

今回の水害を踏まえ、河川の整備を流域内の国、県、市等関係機関が連携して一体的かつ緊急的に進

めるため、「令和4年8月豪雨災害を踏まえた梯川水系流域治水対策検討部会」を設立。

再度災害防止のための治水対策として令和4年11月28日に「梯川水系緊急治水対策プロジェクト」をと

りまとめ、3つの対策を柱として集中的に再度災害防止対策を実施。

被害の軽減、
早期復旧･復興の

ための対策

氾濫をできる
だけ防ぐ・減らす

ための対策

被害対象
を減少させる
ための対策

○氾濫域における対策
地域及び関係機関が連携してリスクコミュニケーション

を通じて水害に強い地域づくりを推進

○氾濫域における対策
関係機関が連携して地域の人々の「迅速かつ的確な避難」

と「被害最小化」を図るための取り組みを推進

梯川水系緊急治水対策プロジェクトの「三本の柱」

堤防かさ上げ
引堤

河道掘削

宅地盤上げに対する助成

井
出
能
美
市
長

桑
島
事
務
所
長

宮
橋
小
松
市
長

R4.11.28 検討部会

井
出
能
美
市
長

桑
島
事
務
所
長

宮
橋
小
松
市
長

国
土
交
通
省

講習会での「マイ・タイムライン」
作成体験の様子11



６．梯川水系緊急治水対策プロジェクトの実施状況

※緊急治水対策プロジェクトは、被害軽減に向けてさまざまな対策を実施

石橋川河道整備、遊水地【小松市】

排水ポンプ場増強【小松市】

河道掘削【国】

水門ゲート高不足対応【国】

鍋谷川

堤防整備【国】
横断工作物改築(橋梁改築)【国】

河道拡幅【県】

河道拡幅、遊水地【県】

引堤、河道掘削【国】

堤防整備、河道拡幅、遊水地【県】

引堤【国】

治山施設整備及び
森林整備の実施

（滓上川上流）【県】

河道掘削【県】

八丁川

仏大寺川

滓上川

郷谷川

前川

梯川

引堤、河道掘削【国】

鍋谷川

館谷川

光谷川

木場潟の事前排水の実施・
体制構築【県・国】

護岸嵩上【県】

砂防関係施設の整備
（滓上川上流）【県】

赤瀬ダムの事前放流の実施
【県】

ぶっだいじがわ

ごうたにがわ

かすかみがわ

西俣川
にしまたがわ

みつたにがわ

：浸水範囲

：堤防決壊

：大臣管理区間

：梯川流域境

：直轄河川防御対象氾濫区域

：令和4年8月洪水対策

：内水対策

：ソフト対策

凡 例

能美大橋

国道8号（梯川高架橋）

能美大橋旧橋撤去完了

鴨浦橋

樋管新設

堤防整備工事 R6施工中(能美大橋付近)
堤防整備工事 R6施工中(荒木田大橋付近)

九龍橋川排水機場

排水路の拡幅

九龍橋川雨水ポンプ増強 R6.10末 完成

石橋川導水路整備、遊水地
R5導水路工事着手

滓上川

元の河床

掘削

河道掘削工事 R5～施工中
(小松市中ノ峠町地先)

令和6年（2024年）10月末時点
宮竹用水の事前停水措置の実施

【小松市・能美市】

○本支川の水位低下対策として、国・石川県では、河道掘削、引堤、堤防整備、横断工作物改築（橋梁改築）、河道拡幅、遊水地整備等を
実施。

○内水対策として、国・石川県では、木場潟の事前排水の実施、小松市では、排水ポンプの増強、遊水地整備、小松市・能美市では用水組
合と連携した宮竹用水取水の事前停水等をそれぞれ実施中。

○ソフト対策として、住民一人ひとりが自ら考え命を守る避難行動の行うための「マイタイムライン」の普及促進や、浸水状況を速やかに把
握するためのワンコインセンサーの設置等を実施中。

○これらの取り組みを集中的に実施することにより、令和4年（2022年）8月豪雨と同規模の洪水に対して氾濫を防止し、流域における浸水
被害の軽減を図ることとしている。

R4.8洪水対応緊急治水対策プロジェクトの概要、実施状況

マイタイムラインの普及促進

講習会での「マイタイムライン」作成体験の様子

ワンコインセンサー設置

浸水検知ライン

道路冠水状況

ワンコインセンサー設置
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○梯川においては、国土交通省、石川県、小松市等で構成される流域治水協議会において、令和4年（2022年）8月洪水の再度災害防止に向け
た緊急治水対策プロジェクトのとりまとめや進捗状況の把握、特定都市河川の指定の検討に向けた議論を実施している。

○また、内水対策についても床上浸水の解消に向けた検討を、小松市が国土交通省と連携しながら実施している。

○河川整備基本方針や河川整備計画の見直しにおける議論と、現地における上記の取組を組み合わせることで、令和4年8月洪水などの超過洪
水への対応を進めていく。

内水による浸水範囲

鍋谷川

鍋谷川左岸堤防決壊箇所

滓上川

滓上川合流点付近の状況
かすかみがわ

凡 例
■ 浸水範囲

堤防決壊

小松大橋

埴田
はねだ

石橋川河道整備、遊水地【小松市】

排水ポンプ場増強【小松市】

水門ゲート高不足対応【国】

横断工作物改築(橋梁改築)【国】

河道拡幅、遊水地【県】
堤防整備【国】※

引堤、河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

木場潟の事前排水の実施・体制構築【県・国】

宮竹用水の事前停水措置の実施【小松市・能美市】

堤防決壊による浸水範囲
（鍋谷川）

堤防溢水による浸水範囲
（梯川本川、滓上川）

堤防整備、河道拡幅、遊水地【県】

引堤、河道掘削【国】

引堤、河道掘削【国】

洪水を堤防高以下の水位で流下させ、氾濫による被
害を最小化

※河川法施行令2条8号に基づき国が県に代わり実施

堤防整備【国】※

小松市雨水管理総合計画の見直し

河道状況を踏まえた河川への
内水排除量増の可能性検討

特定都市河川指定、流域水害対策計画の策定、対策の強化 小松市総合治水対策の推進に関する条例による規制

立地適正化計画（防災指針）策定による居住誘導や規制 住宅地盤の嵩上げ、雨水貯留槽等の設置への助成 気候変動を踏まえた河川整備計画の変更

河川の氾濫域に降る雨への対応 浸水深を低下させ、床上浸水を床下浸水へ被害を低減
居住誘導や条例による規制、助成により被害対象を減少

前川
排水機場

河川を流下する洪水への対応

横断図（梯川本川10k付近）

引堤・河道掘削断面

関係機関が一堂に会し、令和４年８月洪水などの対
応を調整・連携を図る

国
土
交
通
省

小
松
市
長

能
美
市
長

手取川・梯川水系流域治水協議
会（令和４年８月豪雨災害を踏
まえた梯川水系流域治水対策検
討部会）にて、「梯川水系緊急
治水対策プロジェクト」を策定
し、各機関の対策、取り組み進
捗状況の把握等、調整、連携を
実施。R4.11.28 対策検討部会

R6.12.26 小松市総合治水対策
推進協議会

令和４年８月洪水を踏まえた小松市
内の内水対策計画（小松市雨水総合管
理計画）については、学識者、市民、
事業者、関係行政機関の代表で構成さ
れる「小松市総合治水対策協議会※」
の意見を踏まえて策定予定。
※ 「小松市総合治水対策協議会」は、「小松市
総合治水対策の推進に関する条例」により設置

横断図イメージ（梯川及び小松市街地）

内水対策前の水位
（床下浸水）

梯川
内水対策前の水位
（床上浸水以上）

河川整備前の水位
河川整備後の水位

計画高水位 H.W.L

横断図（支川鍋谷川（梯川合流点上流5km付近））

河道掘削断面
堤防整備断面
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６．木場潟の事前排水の取組
○石川県では、今江潟排水機場（農林水産省）、前川水門（石川県）を活用し、前川排水機場・梯川逆水門（国土交通省）と連携して、洪

水が予想される場合、木場潟の水位を事前に低下を図り、周辺地域の浸水被害の拡大防止に向けて取り組みを実施している。

■木場潟の事前排水

• 令和4年（2022年）8月洪水の浸水被害を受けた木場潟周辺地域の浸水被
害の軽減を図るため、石川県が、梯川支川前川に設置されている今江潟
排水機場・前川水門 （国（農林水産省）・石川県）を活用して、事前に木場
潟の水位を低下させる事前排水を実施している。

• 木場潟の事前排水（水位低下）のため、前川排水機場・梯川逆水門（国（国
土交通省））が操作協力を実施し、国（農林水産省、国土交通省）、石川県
が連携して、浸水拡大を未然に防ぐ取り組みを実施している。

• 事前排水実施にあたっては、降雨予測システムを活用して、基準雨量
160mm/日超過を予測した場合に、関係機関（国・市）に周知のうえ、事前
排水を実施する運用としている。

出典「国土地理院」
年度別空中写真（2007年以降）

木場潟

梯川

木場潟事前排水実施施設位置図

梯川逆水門 ←梯川

前川水門

今江潟排水機場・前川水門
（農水省・県）

梯川逆水門・前川排水機場
（国交省）

浸水状況（令和4年8月5日17時30分頃）

［平常時］
前川水門：開、今江潟排水機場ポンプ：停止

［事前排水実施時（基準雨量超過予測）］
① 前川水門：閉、今江潟排水機場ポンプ：運転

木場潟水位低下（前川の水位上昇）

②－１ 梯川水位＜前川水位の場合（※前川より、梯川へ自然排水可能）
梯川逆水門：開、前川排水機場ポンプ：停止

②－２ 梯川水位＞前川水位の場合（※前川より、梯川へ自然排水不能）
梯川逆水門：閉、前川排水機場ポンプ：運転

出典：R6.12.26小松市総合治水対策推進協議会資料へ加筆

木場潟事前排水の仕組み
出典：R6.12.26小松市総合治水対策推進協議会資料へ加筆

事前排水イメージ図（梯川水位＜前川水位の場合） 14



６．小松市の条例と助成制度の取組
○小松市では、流域治水が始まる前から、総合治水対策の推進に関する条例を制定し、河川・排水路・ポンプ場の整備、雨水貯留施設の設置、
洪水ハザードマップの情報発信による行政、市民、事業者が連携を図っている。

■小松市総合治水対策の推進に関する条例（平成31年（2019年）1月施行）
近年、市街化の進展に伴い流域の保水・遊水機能が低下し、都市型水害が頻発してい
ることを背景に、行政、市民、事業者が連携して、より安心できるまちづくりを進めるた
め、条例を制定し、安全で安心な地域の暮らしの実現を目指す。

【対象となる開発事業等の面積】
市街化区域：1,500㎡以上、その他の区域：3,000㎡以上
【主な対策施設】
・調整池（自然放流式、ポンプ等強制排水式、駐車場等の切り下げによる窪地貯留等）
・透水性舗装（流出係数の低減化）

■ 助成制度について（小松市ホームページより抜粋）

☆雨水貯留槽・雨水浸透桝の設置に対する助成について☆
・目的 水環境にやさしいまちづくりを推進するもの
・概要 住宅、店舗、事業所、集会所等に設置する方が助成の対象
・実施（対象）箇所 市内全域
☆宅地嵩上げに対する助成について☆
・目的 浸水による被害を軽減し，安心で全なまちづくりを推進するもの
・概要 安心・安全なまちづくりを目的に、浸水被害の軽減を目的とした住宅地盤のかさ上げに

対して工事費用を助成
・実施（対象）箇所 ハザードマップに記載している浸水想定区域のうち、浸水深が0.5m以上の区域

※令和５年度から限度額を引き上げ

☆雨水貯留槽

・容量100ℓ～200ℓ ：２万円→３万円

・容量200ℓ以上 ：３万円→５万円

☆浄化槽転用雨水貯留槽：10万円→15万円

若杉町調整池（R4.8洪水時） 雨水貯留水面

R4.8洪水では、
調整池満杯

（2,900m3）を貯留

中海雨量観測所 総雨量：399mm
１時間あたりの最大雨量：90mm/h（9:40～10:40）

令和4年（2022年）8月豪雨では、調整池が整備された若杉町調整池では、近傍の
中海雨量観測所にて最大時間雨量90mmを観測し、小松市街地では、内水による浸
水被害が広範囲にわたり発生した。本洪水前に設置済みの若杉町調整池では満水
状態（貯留量はV=2,900m3）となり、浸水被害の拡大抑制に貢献した。

梯川

若杉町調整池

JR小松駅

若杉町調整池（平常時）

【対策１】 排水路などで雨水を安全、迅速にながす
【対策２】 降った雨をためる 【対策３】 地域づくりでそなえる

令和4年8月豪雨での効果事例
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６．小松市、能美市の用水事前停止の取組
○能美市、小松市は手取川宮竹用水土地改良区と、用水の取水停止に関する協定を締結し、地区の雨水排水に取り組んでいる。事前に大雨が

予測される場合に、農業用水の供給量を停止することで、地区内にある用水路の水位を下げることができ、地区の浸水被害の軽減を図る。

■用水に関する治水協力協定（能美市、小松市）

令和5年（2023年）6月に、能美市、小松市、手取川宮竹用水土地改良区による宮竹

用水事前停水（宮竹用水の取水約13m3/sを事前に停止）を行うための治水協力協

定が締結された。

本協定により、大雨が予想される時は、梯川右岸の能美市、小松市内に設置され

ている宮竹用水の取水を停止し、地区内にある用水路の水位を下げることができ、

用水路へ雨水が排水されやすくなることで、地区の浸水被害を防ぐことが出来る。

宮竹用水が管理する総延長約110ｋｍの水路を排水路専用として活用でき、水を貯

める機能を担う効果が期待でき、内水による浸水被害の軽減を図る。

凡例
用水
河川

［事前停水実施］
事前に大雨が予測される場合に、農業用水の供給量を停止
し水路の水位低下
（令和5年実績：R5.6.30～7.1、R5.7.12～7.14）

事前停水前
（R5.6.1）

下郷用水

水位を下げ、用水路へ雨水が排水されやすくなる

事前停水中
（R5.7.1）

取水中の水位

事前停水により排水に
使用できる容量の拡大

（貯水及び排水の受け皿を確保）

（従来）
排水に使用できる容量の制約

■事前停水による排水容量確保のイメージ

農業用水

■事前停水による排水容量確保のイメージ

［宮竹用水網と河川］

用水路を排水路として活用

宮竹用水は、手取川より取水し、能美市、小松市内を流下し、梯川支川へ合流
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